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　実施設計においては、基本設計の形態がよりシンプルに、明快に示されるように屋根や
壁の配置が整理されました。壁のカーブや高さ、開口部の位置などが最適となるよう、大
きな模型を作りながら繰り返し検討すると同時に、各室の利用方法にあった仕上げの納め
方や、曲面を柔らかく照らす間接照明の考え方、家具、階段の詳細等が検討されました。
空調や防災設備、構造、ホールの音響等も専門家を交えて詳しく検討が進められました。
　プロポーザルからヒアリングやワークショップなどを重ね、少しずつ調整してきた建築
が、パースにあるように実施設計案として固まりました。

新しい防災センターの姿を⽬指して -実施設計案 -

3．2．3 最終案 
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ペット同行避難エリア
テラスと隣接することで
ペットの避難スペースに配慮
外部から直接アクセスすることが可能

乳幼児世帯エリア
授乳室を隣接させることで

使い勝手に配慮する

炊き出し広場として
建物と連携した利用が可能

イベント広場の桟敷席や
子どもの遊び場になるスロープ

トリアージュや支援者、
物資の受付を行う軒下空間
（防災用バッファー空間）

ペット同伴者の
予備スペースとして想定

屋根付き駐車場から
雨に濡れずアクセス可能

イベント時にも
活用できる外部WC

ライブラリーを点在させることで
さまざまな居場所が生まれる

周囲への視認性を確保した
事務室の配置

イベント広場とつながる
キッズルーム

アクセスしやすい
屋外通路

広場とつながるフリースペース
地域の名産品を販売する場にもなる

エントランスと一体的に
利用できる地域カフェ
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イベント時には広場と駐車場を
一体的に利用できる

青字：日常時の使われ方
赤字：避難時の使われ方
緑字：WSやペット対応の意見による変更点

講義室や倉庫 3の仕上げを
汚れなどのつきにくいものに変更

リード用のフックを設置

外部に足洗い場の設置

天井の各所に展示に使える
ピクチャーレールを設置　
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特別配慮避難エリア
個室にできる和室は

特別な配慮が必要な避難者が利用する

畳コーナーとして開放することで
交流ラウンジと一体となる和室

吹抜を見おろす
ソファコーナー

ホールの控室として
利用できる和室

テラスや EVに隣接する

熊野の山々がのぞめるホール・ステージ

防災ホール

階段 1

階段 2

階段 3
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おむつ交換台を設置

A. 指定緊急避難所：災害発生後3日目頃まで

※１人当たりの必要面積：1.65 ㎡ / 人

避難時の収容可能人数

2 階への避難がスムーズなように
メインアプローチ付近にスロープを計画

サブルートから直接
2階にアクセスできる

炊き出しにも利用しやすい
受水槽の配置

調理台を連結し
大きなテーブルと
なるように計画

ビルドインオーブンを
2台設置

大 が洗える
シンクを設置

壁面に大きな鏡を張った部屋の設置

バリアフリーに
配慮した調理台の設置

エントランスロビー
フリースペース
ラウンジコーナー
小会議室
地域カフェ・キッズルーム
詰所
講義室
ライブラリーコーナー 1
交流ラウンジ・見晴らしコーナー
防災ホール・ステージ
和室
小上がり
準備室 兼 控室
ライブラリーコーナー 2
半屋外スペース

：
：
：
： 
：
：
：
：
：
：
：
： 
：
：
：

24人
43人
12人
8人
27人
16人
30人
52人
20人
82人
21人
7人
11人
31人
123人

（39.65 ㎡）
（71.23 ㎡）
（20.30 ㎡）
（13.73 ㎡）
（45.41 ㎡）
（27.18 ㎡）
（49.63 ㎡）
（85.66 ㎡）
（34.17 ㎡）
（135.55 ㎡）
（35.52 ㎡）
（12.71 ㎡）
（18.26 ㎡）
（50.89 ㎡）
（203.12 ㎡）

収容可能人数（1,2F 合計） ：507人

B. 指定避難所：災害発生後3日目以降

※１人当たりの必要面積：3.30 ㎡ / 人

フリースペース
講義室
地域カフェ・キッズルーム
ライブラリーコーナー 1
交流ラウンジ・見晴らしコーナー
防災ホール・ステージ
和室
小上がり
準備室 兼 控室
ライブラリーコーナー 2

：
：
：
： 
：
：
：
：
：
：

21人
15人
13人
26人
10人
41人
11人
4人
5人
15人

（71.23 ㎡）
（49.63 ㎡）
（45.41 ㎡）
（85.66 ㎡）
（34.17 ㎡）
（135.55 ㎡）
（35.52 ㎡）
（12.71 ㎡）
（18.26 ㎡）
（50.89 ㎡）

収容可能人数（1,2F 合計） ：161人
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⾊々な場所が展⽰空間となる⼯夫

フリースペースなどの天井にはピクチャーレールがあり、サー
クル活動での利⽤や、地域カフェと連動したイベントもできる
ようになっています。

ペットと共に避難のしやすい場所づくり 様々な⼈が利⽤のしやすい調理実習室 柔軟に使える準備室 兼 控室

講義室はペット同伴で避難した時にも、近くに広
場や⾜洗い場があり、屋外からもアクセスしやす
い場所となっています。

⾷器がたくさん⼊る⻑い収納棚のほか、⾞いすの
⽅々も使えるような調理台があり、フタを設ける
ことで⼤きなテーブルとしても使えます。

壁⼀⾯が鏡張りとなっていて、防災ホールでイベ
ントのない時には体操やダンスの練習などにも利
⽤できるようになっています。

　熊野町の皆さんとのワークショップで頂いた意見や、専門家の方々への
ヒアリングでのアイディアを生かしていきながら、それぞれの場のあり方
をブラッシュアップしていきました。
　公民館を実際に使っているお母さん方の意見を生かした調理実習室の特
別な作業台や、1階と２階に広がっている分散型のライブラリーコーナー、
災害時にペット同伴で避難しても匂いや汚れが気になりづらく独立した屋
外のアクセスや水飲み場が準備されているペット同行避難エリアなど、プ
ロポーザル案の時にはなかった様々な場所が生まれ、実施設計案としてま
とめられました。
　実際に利用される方々の顔や声を感じられたことで、そのほかの場所に
ついても想像が膨らみ、提案に反映されていきました。

アイディアを活かした場所づくり
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町の⾵景が⼊りこむ防災ホールのイメージパース

⼦どもから⼤⼈まで様々な⼈たちの居場所となる地域カフェのイメージパース

壁⾯を使った照明計画と２階床を使った空調計画の検討スケッチ

避難動線としてはもちろん、⼦どもたちの遊び場や
防災ホールへの搬⼊動線にもなるスロープ

災害時は軒下空間を活⽤することでペットの居場所に

　基本設計案のコンセプトをもとにしながら、２階へ
スムーズに避難のできるスロープやテラスはイベント
時の桟敷席として使われたり日常における子どもたち
の遊び場にもなったり、また避難時の特別な個室にで
きる各室は普段はそれぞれ異なる活動のしやすい場所
にもなったりなど、災害が起きた時はもちろん、日常
的に訪れても過ごしやすい空間となるように、壁や開
口部の位置、そして仕上げなどの調整がされていきま
した。
　また町の風景や光が入りこみ、避難をする時にも分
かりやすい、象徴的な防災ホールが空間の中心となっ
ている構成を生かしながら、さまざまな詳細部の検討
が進められました。
　設備を置くためのスペースとして２階の床下を使う
ことで浸水の被害を受けにくいような十分な対策をす
るとともに、フリースペースや防災ホールなどといっ
た多くの人たちが利用する場所では天井の仕上材を貼
らず、さらに重い空調や照明といった設備機器も取り
付けずに地震が起きた時にも備えることで、より安心
して利用ができる町の拠点となるように配慮して計画
されました。

⽇常時でも災害時でも中⼼となる建物


